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【表紙】
令 和５年度に実 施した小山市民
フォーラム、おやま市民ビジョン
会議や風土性調査の様子です。
本号では、市民との対話でつくる
まちづくりについて特集します。



特集「市民との対話でつくるまちづくり」———
小山市民フォーラム運営委員に聞く「まちづくりの魅力」

「小山市民フォーラム」 は、 市民参加型のまちづくりを進めるため、 市民の皆さまと市長が意見交換を

行い、 市民の意見を市政に反映させるもので、 令和2年度から開催しています。

市民フォーラムには、 市に関わる方なら誰でも参加できる、 特定のテーマについて意見交換を行う＜

テーマ版＞と、 市内の特定の地域の方々と意見交換を行う＜地域版＞の2種類があります。

今回、テーマ版の市民フォーラムの運営に携わる8人の小山市民フォーラム運営委員のうち、伊藤さん、

戎さん、 壱谷さんの３人にお話を伺いました。

プロフィール
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　さん
九州の出身。配偶者の仕事の関係で
小山市に移住し小山市民歴は 6 年。
現在は県内の病院で事務のパートを
している。

「小山駅周辺エリアまちづくり」ワー
クショップに参加し、色々なことを
色々な人と話しながら創っていける、
まちづくりって面白いと思い、運営
委員として参画。

戎
えびす

　奈
な

央
お

　さん
結城市出身。配偶者の仕事の関係で
移住し小山市民歴は１２年。
環境関連の商品販売で経理を担当。
女性の視点で市政に提言をまとめる

「おやまＦ１評定」への参加をきっか
けにプロモーションチーム「Sakutto　
OYAMA( サクっとおやま )」のメン
バーとしての小山の魅力発信活動を
経て、運営委員として参画。

壱
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　悠
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　さん
栃木市出身。結婚を機に小山市に移
住し小山市民歴は７年。
都内の IT 企業に勤めながら、栃木市
在住 ･ 在学の高校生がまちづくりに
取り組むサークル「とちぎ高校生蔵
部」の顧問として高校生たちとまち
づくりに関わる。
市民フォーラムには参加者として出
席し、活発な意見が飛び交う中で、
小山市の開かれたまちづくりに魅力
を感じ、運営委員として参画。

　これまで多くの方が参加してきた市
民フォーラム。グループ内で意見を出
し合うグループワーク形式で、運営委
員として多くの意見に触れてきた３人。
これまでのフォーラムで印象に残って
いることを聞きました。

多くの意見が飛び交う
市民フォーラム

伊藤「交通関係をテーマに話し合った
ときに、同じグループ内で水戸線・両
毛線の存続について意見が真向から分
かれたことがありました。通勤・通学、
また観光地に行くのに必要だという意
見の一方で、水戸線・両毛線により道
路が寸断されてしまって地域発展の格
差につながるのでバスや LRT といった
別の手段を検討した方が良いのではな
いかという意見が出ました。交通の利
便性ってどの視点に立つかで考え方が
全然変わってくるんだなと気づきまし
た。」

壱谷「高校生が多く参加してくれた
３０歳以下のフォーラムが面白かった
ですね。若い人たちは「将来はこうい
うおやまで暮らしたい」という考えを
しっかりもっていて、小山の可能性を
感じました。」
戎「初期から運営委員として携わるな
かで、最初は市長へ意見を述べたい伝

えたい方が多かったのですが、回を重
ねることにより、最近では参加してい
る方から課題解決の発信があり、パー
トナーシップとして互いに協力しよう
とする姿勢を感じる場面が見え、参加
者の意識が高まっていると感じます。」
　運営委員の活動を通して、どうよう
にまちづくりに対する考え方が変わっ
たか聞きました。

実はレベルの高いまち

伊藤「移住してきたばかりの頃は、自分
たちのまちを良く思わない声ばかり聞
こえてきて、小山市の人は自分たちのま
ちが好きではないんだなと思っていまし
た。活動を通して、老いも若きもすごく
多くの人が小山市を良くしていきたいと
思っていることがわかりました。愛着を
表に出していないだけなんだなと感じま
した。」
戎「交通の利便性が良く、商業施設も多
く、自然豊かで、他市から移住して来た
者としてはとても充実しているまちだと
感じています。ポテンシャルの高いこと
が普通になってしまっているから、小山
市のいいところと聞かれたときに意見が
出てこない人が多いのかと思います。充
実したまちがこの先も持続継続していく
ために、市民の方一人一人が意見を出し
合うことが必要だと感じています。」
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当日の取材の様子は
行政テレビで公開し
ています。

▲行政テレビ
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誰かではなく一人一人の
発信が重要

壱谷「今までもこれからも充実したま
ちであり続けるには、常にまちに人
が集まっていることが大切だと思いま
す。魅力あるところに人は集まるので、
小山の魅力を一人一人が発信し続ける
ことが大切だと考えています。」

伊藤「今は SNS もあり、個人が簡単
に発信できる時代。ぜひ多くの人に小
山のことを発信してほしいですね。」
　年代問わず多くの方が参加する市民
フォーラムでは自分では考えつかない
意見を聞くことができ、毎回勉強にな
ることが多いという３人。今後どのよ
うな市民フォーラムにしていきたいか
聞きました。
壱谷「フラっと遊びに来て気軽に話せ
る井戸端会議みたいなものもいいです
よね。市役所をとび出して、ロブレで
も御殿広場でも、出張するのもいいで

すよね。」
戎「意見をアウトプットしたい方は多
くいらっしゃると思うので、イベント
開催時にフォーラムブースを設けて遊
びがてらに話す機会を作ることでスッ
キリ感が得られるといいですね。」
伊藤「申し込みが必要だとハードルが
上がってしまうので、飛び入り参加も
できるようにしたいですね。」
　市民フォーラムの参加者と一緒に小
山をよりよいまちにするためにどうし
たら良いか考えている３人に小山の好
きなところを聞きました。
伊藤「チェーン店が多いところ。ずっ
と住んでいる人からしたら当たり前っ
て思うかもしれないけれど、これっ
てすごいことなんですよ。アニメは
チェーン店とコラボ企画があったりす
るから好きな人にとってはチェーン店
が充実していることは本当にありがた
い。」
壱谷「小さい子どもがいるので、キッ
ズランドや総合公園のような体を使っ
て遊べる場所が多いところがいいなと
思います。美田地区の田園風景も好き
です。小山は二毛作を行っているので
ゴールデンウィーク過ぎくらいになる
と黄金色の麦が一面にサーっと広がっ
ているんですよ。」
戎「子育てを通して、誰でもタイミン
グが整えば活躍できるチャンスが広が
るまちだと感じました。」

伊藤「市民フォーラム参加者の中でも
小山で生まれ育って、東京で勉強して、
地元に活かしたいからと帰ってきたと
いう方がたくさんいますよね。」
　市民フォーラムについて熱く語って
いただいた３人。お話を聞いている
と小山市の秘めた可能性に、こちらも
わくわくする気持ちになります。市民
フォーラムに参加したい、私も話して
みたい、という方はぜひ次回の開催に
参加してみてください。

“まちづくり”がより身近な存在にな
るのではないでしょうか。

小山市民フォーラム
運営委員
小山市民フォーラム運営委員は、今
回お話を伺った３人のほか、以下の
５人にご協力いただいています。
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令和５年度 小山市民フォーラム

令和５年度の小山市民フォーラム＜テーマ版＞は 「2054年の小山市を語ろう」 をテーマに全５回

開催し、 のべ165人の方々に参加いただきました。

参加者は、 「交通環境･公共施設」、 「コミュニティ (自治会)･多文化共生」、 「少子化･子育て･教育」、

「関係人口･Uターン」、 「農業･自然環境」、 「健康･医療･介護」、 「文化･生涯学習」 の7つのサブテー

マから関心のあるものを選択し、 それぞれのテーマについて小山市が市制100周年を迎える2054

年にどうあってほしいか、 同じグループの参加者と意見を出し合い、 最後にそれぞれのグループから

発表をしました。

議論の内容は、 グラフィックレコーディングという、 議論内容や提案を絵や図形などを用いてリア

ルタイムにまとめる手法によってまとめられています。

グラフィックレコー
ディングの詳細はホー
ムページでご覧いただ
けます。

　　総合政策課　☎ 22-9353問
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令和５年度の小山市民フォーラム＜地域版＞は桑地区、絹地区、美田地区の 3 地区におい
て開催しました。

参加者の声

令和 5 年 10 月 23 日 ( 月 ) 開催
小山市自治会連合会桑支部市民フォーラム

「未来を担う次世代に継承するために」

・平地林の保全について、積極的に取り組んでいただきたい。
・市民の要望を実現しようとする意志が市長の発言から感じられて良かった。
・熱い思いを持っている自治会長がいるのを知ることができとても良かった。

参加者の声

令和 5 年 11 月 12 日 ( 日 ) 開催
絹地区市民フォーラム「絹地区のまちづくりについて」

・延島小の跡地について、地域に多くの人を集められる施設にして
ほしい。

・田川水門の整備関係について、資料や説明を受け少し安心した。
・ワークショップ形式の話し合いにすると盛り上がると思う。

テーマ版 と 地域版 の市民フォーラムの特徴

テーマ版 地域版

・商業、農業、多文化共生、まちづくりなどの様々な分野
の市民 8 人の協力を得て、市民フォーラム運営委員会
を組織し、ここで開催テーマの決定や進行などします。

・市民だけでなく、市に関わる方なら誰でも参加できます。

・自治会やまちづくり協議会などの市内団体から会員など
を参加者とする市民フォーラムの開催をお申込みいただ
き、市は開催に向けて協力します。

・申請団体などから意見交換したいテーマや会場などをご
提案いただきます。

参加者の声

・市で行っている活動内容が分かり参考になった。暮らしの核となる
のは足 ( 交通機関 ) と人 ( 交流機会 )、その充実を期待しています。

・美田地区の活性化のために計画が実行されていて少し安心した。空
き家対策についてもう少し深く議論されたらよかった。

令和 5 年 12 月 18 日 ( 月 ) 開催
小山市自治会連合会美田支部市民フォーラム

「美田地区の活性化について」
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田園環境都市おやまビジョン

横断的に関わる様々な分野に関し、 市民の皆さまのご意見を伺うため、 市民アンケートを実施しまし

た。 アンケートをもとに、 市民の皆さまの意識や希望等を把握し、 市民生活をより良くするためには何が

必要か、 市民全体のビジョンとなるよう検討していきます。

市民アンケートの実施

小山市では現在、 ３０年後、 小山市制１００周年を迎える２０５４年に 「こうあってほしい」 という未来の

小山市の姿を、 小山市に関わる人みんなで共有できるよう、 「調べる」 「学び合う」 「対話する」 を重ね

ながら 「田園環境都市おやまビジョン」 の策定を進めています。

令和４年度から開始した田園環境都市おやまビジョン策定事業について、 令和４年度に実施した風土性

調査の報告やワークショップのまとめなど、 １年間の成果報告を行いました。

また、 報告会の最後には、 おやま市民ビジョン会議のメンバー募集に関する告知を行いました。

田園環境都市おやまのまちづくり　初年度成果報告会

小山市を11地区に分け、 現地踏査や文献調査、 アンケートやインタビューによる簡易社会調査から各

地区の風土を再確認しビジョンの策定に繋げる 「風土性調査」。 今年度は大谷南部 ・ 桑 ・ 絹地区の３地

区について、 各地区にお住いの方にご協力をいただきながら調査を行いました。

風土性調査

　　田園環境都市推進課　☎ 22-9379問
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「ウェルビーイング」って？

【学び合うセミナー】

●第１回 「小山版SDGsを探る～地域社会の持続可能性を支えるものは？」 【令和5年8月28日(月)開催】

　 小山市が持続可能なまちであるためには何が必要か。 これからのまちづくりを考えるうえで必ず重要になるSDGｓ

の考え方について学びました。

●第２回 「私やあなたの暮らしの 「豊かさ」 の指標を考える」 【令和5年10月12日(木)開催】

　 私たち一人ひとりが、 暮らしを 「豊か」 だと感じる指標は違っており、 誰かが決めた指標では測れない。 ビジョン

の１つの大きなテーマであるウェルビーイングに通じる考え方を学びました。

●第３回 「気候変動の時代に、 おやまならではの 「共生」 を考える」 【令和5年11月16日(木)開催】

　 2050年CO2実質排出ゼロに取り組むことを宣言するゼロカーボンシティ宣言。 その４年後を展望する 「田園環境

都市おやまビジョン」 でもその考え方を反映するため、 脱炭素に向けた知識を学びました。

【おやま市民ビジョン会議】

月１回委員会を開催しビジョン策定に向けた話し合いを行った他、 専門地域調査士の解説を聴きながら市内を巡り、

各地区の実情を把握しビジョンへ反映するためにそれぞれの地区への理解を深めました。

【語り合うワークショップ】

●第1回 「おやまのウェルビーイングを考える」 【令和5年11月2日(木)開催】

　 10月に行ったセミナーで学んだ生活の中で感じる幸せや豊かさについて、 １人１人の生活に当てはめながらワーク

ショップを行いました。

●第2回 「生態系サービスから未来を考える」 【令和5年12月2日(土)開催】

　 私たちの生活は、 たくさんの生き物や植物のはたらきから得られるめぐみ （生態系サービス） によって成り立って

います。 小山市にたくさん存在している生態系サービスからこれからの未来について考えました。

●第３回 「ひとの繋がりをどうつくる？」 【1月20日(土)開催】

　 地元民と移住者、 地域活動、 世代間…様々な形で存在している人との繋がり方について、 ワールドカフェ形式で

話し合いました。

●第４回 「４地区合同ワークショップ」 【2月18日(日)開催】

　 風土性調査を終えた大谷北中部地区、 大谷南部地区、 桑地区、 絹地区の４地区について、 調査報告をもとにしな

がら、 各地区の課題やその解決策について、 意見交換をしました。

市民、 市議会議員、 市職員を構成メンバーとし、 「田園環境都市おやまビジョン」 を一体となって策定

していくためにおやま市民ビジョン会議を立ち上げました。

また、 おやま市民ビジョン会議の一環として、 ビジョン策定のために必要な知識を学ぶ３回の学び合う

セミナーと、 市民 ・ 市職員が様々なテーマで意見交換を行う４回の語り合うワークショップを行いました。

おやま市民ビジョン会議シリーズ

田園環境都市おやまビジョンの1つの大きなテーマでもある 「ウェル

ビーイング」。 これは 「well(よい)」 と 「being(状態)」 からなる言葉で、

個人の権利や自己実現が保障され、 身体的、 精神的、 社会的に良好な

状態にあることを意味する概念です。

小山市は、 田園環境と都市環境の調和のとれた 「田園環境都市おや

ま」を、将来にわたり持続可能なゆとりと潤いのあるまちとして発展させ、

全ての市民が快適に暮らし、 住みやすい、 住み続けたいと感じられるウェ

ルビーイングが実現できるまちづくりを進めています。

colum
n
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基本健診
（後期高齢者健診）

無料

30歳もしくは35歳節目の年ですか？

はいいいえ

いいえ はい

基本健診
（ヤング健診）

1,000円

基本健診
（特定健診）

無料

基本健診
（一般健診）

無料

基本健診の受診方法は

ご加入の健康保険組合に

お問い合わせください

・30歳節目の方：平成5年4月2日～平成6年4月1日生まれ

・35歳節目の方：昭和63年4月2日～平成元年4月1日生まれ 国民健康保険 生活保護受給者社会保険

30～74歳

あなたは何歳ですか？START

基本健診の

対象外

基本健診の

対象外

※65 ～ 75 歳未満で一

定の障がいがあり、 後

期高齢者医療制度に

加入している方を含む

加入している健康保険は？

40歳以上ですか？

～２９歳 75歳～※

個 別 健 診

①小山市健診ガイド（住民健診のご案内）

の中に受診券が印刷されていることを確

認し、ご自身で指定医療機関へ予約

②受診券をもって希望日に受診

①小山市健診ガイド ( 住民健診のご案内 ) に健診日が記

載されており、日程等に変更がなければ手続きは不要

※健診日が空欄の場合や、健診日の記載はあるが変更

を希望する場合は、申込み・変更手続きを行う

②健診日の約１週間前に「集団健診のお知らせ（問診票）」

が届くので内容を確認

③ご案内の会場・日時で受診

集 団 健 診

基本健診または人間ドックを受けましょう！

基本健診について

病気の予防の第一歩～まずは自分の体を知ることから～
人間ドック助成について

小山市国民健康保険加入者・栃木県後期高齢者医療制度加入の方には、２万円の助成があります。

小山市国民健康保険加入者
（35歳以上）

栃木県後期高齢者医療制度加入者
（７５歳以上、６５歳以上で一定の障がいがある方を含む）

助成対象者

●  検診日当日、３５歳以上である方
●  国民健康保険税を完納している方
●  検査結果を市に提出いただける方

●  小山市民である方
●  後期高齢者医療保険料を完納している方
●  検査結果を市に提出いただける方

種　　　　類

●  人間ドック
●  脳ドック
●  心臓ドック（６５歳未満※）
●  レディースドック（７０歳未満※の女性）

●  人間ドック
　新小山市民病院で受診を希望される方は、年齢制限
　（８０歳未満※）がありますので、ご了承ください。
●  脳ドック

助 　 成 　 額 ２０，０００円

定　　　　員 １，５００人 ５００人

受 付 期 間 ３月１日（金）～１１日（月）必着 ☆受付期間内は先着順ではありません

検診受診までの流れ

新生活の手続き（国民健康保険）

健康のしおり

詳しい
手続き方法

郵送での
手続き案内

自覚症状がない生活習慣病の予防を目的とし、身体計測、血液検査、尿検査などの基本的な検査を

受けることが出来ます。少ない費用で健康管理につながります。

基本健診に「がん検診」をプラスすることもできます！　※詳細は「令和6年度健康のしおり」をご覧ください

いますぐ

チェック !
いますぐ

チェック !

申込方法

STEP

２

郵送または窓口にて助成金の交付申請をしますSTEP 1

４月中旬に届く小山市健診ガイド（住民健診のご案内）の記載内容を確認

集 団 健 診

決められた日時・会場で受診します

個 別 健 診

市内の指定医療機関で受診します

STEP

1
基本健診を「集団健診」と「個別健診」のどちらで受けるか選択

基本健診と人間ドック等は重複して受診できません

助成の対象となるのは、市内の指定医療機関で実施した場合のみです

各種健(検)診の受診方法・申込方法は「健康のしおり」または

「小山市健診ガイド（住民健診のご案内）」をご確認ください

勤務先を退職する場合や、小山市に転入する場合には、国保へ加入、就職 ・ 家族の社会保険の扶養になった場合は国保か
らの脱退手続きが必要です。必ず１４日以内に手続きを行ってください。

※４月の窓口は非常に混み合います。スムーズな手続きのために必ず証明書等の確認書類をお持ちください。

希望の医療機関へご自身で予約のうえ受診をしてください

☆新小山市民病院でドックを受けたい方は…

Web申込みによる抽選となります。受診を希望される方は必ず上記

受付期間内にご申請ください。ご不明な点については、新小山市民病

院予防医学センター（☎３６－０２５０）に直接お問い合わせください。

申請が承認された方には「助成金支給決定通知書」が届きますSTEP 2

STEP 3

※令和６年度実施の検診のため、６５歳未満、７０歳未満、８０歳未満の基準は、
　 令和７年３月３１日時点の年齢となります

定員を超えた場合は抽選、

定員を超えない場合は

期間後も受付しています。

問 健康増進課　☎22ｰ9522

問 国保年金課　☎22-9418・9413

問 国保年金課　☎22ｰ9418・9413

問 国保年金課　☎22ｰ9414

とっても簡単です！
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基本健診
（後期高齢者健診）

無料

30歳もしくは35歳節目の年ですか？

はいいいえ

いいえ はい

基本健診
（ヤング健診）

1,000円

基本健診
（特定健診）

無料

基本健診
（一般健診）

無料

基本健診の受診方法は

ご加入の健康保険組合に

お問い合わせください

・30歳節目の方：平成5年4月2日～平成6年4月1日生まれ

・35歳節目の方：昭和63年4月2日～平成元年4月1日生まれ 国民健康保険 生活保護受給者社会保険

30～74歳

あなたは何歳ですか？START

基本健診の

対象外

基本健診の

対象外

※65 ～ 75 歳未満で一

定の障がいがあり、 後

期高齢者医療制度に

加入している方を含む

加入している健康保険は？

40歳以上ですか？

～２９歳 75歳～※

個 別 健 診

①小山市健診ガイド（住民健診のご案内）

の中に受診券が印刷されていることを確

認し、ご自身で指定医療機関へ予約

②受診券をもって希望日に受診

①小山市健診ガイド ( 住民健診のご案内 ) に健診日が記

載されており、日程等に変更がなければ手続きは不要

※健診日が空欄の場合や、健診日の記載はあるが変更

を希望する場合は、申込み・変更手続きを行う

②健診日の約１週間前に「集団健診のお知らせ（問診票）」

が届くので内容を確認

③ご案内の会場・日時で受診

集 団 健 診

基本健診または人間ドックを受けましょう！

基本健診について

病気の予防の第一歩～まずは自分の体を知ることから～
人間ドック助成について

小山市国民健康保険加入者・栃木県後期高齢者医療制度加入の方には、２万円の助成があります。

小山市国民健康保険加入者
（35歳以上）

栃木県後期高齢者医療制度加入者
（７５歳以上、６５歳以上で一定の障がいがある方を含む）

助成対象者

●  検診日当日、３５歳以上である方
●  国民健康保険税を完納している方
●  検査結果を市に提出いただける方

●  小山市民である方
●  後期高齢者医療保険料を完納している方
●  検査結果を市に提出いただける方

種　　　　類

●  人間ドック
●  脳ドック
●  心臓ドック（６５歳未満※）
●  レディースドック（７０歳未満※の女性）

●  人間ドック
　新小山市民病院で受診を希望される方は、年齢制限
　（８０歳未満※）がありますので、ご了承ください。
●  脳ドック

助 　 成 　 額 ２０，０００円

定　　　　員 １，５００人 ５００人

受 付 期 間 ３月１日（金）～１１日（月）必着 ☆受付期間内は先着順ではありません

検診受診までの流れ

新生活の手続き（国民健康保険）

健康のしおり

詳しい
手続き方法

郵送での
手続き案内

自覚症状がない生活習慣病の予防を目的とし、身体計測、血液検査、尿検査などの基本的な検査を

受けることが出来ます。少ない費用で健康管理につながります。

基本健診に「がん検診」をプラスすることもできます！　※詳細は「令和6年度健康のしおり」をご覧ください

いますぐ

チェック !
いますぐ

チェック !

申込方法

STEP

２

郵送または窓口にて助成金の交付申請をしますSTEP 1

４月中旬に届く小山市健診ガイド（住民健診のご案内）の記載内容を確認

集 団 健 診

決められた日時・会場で受診します

個 別 健 診

市内の指定医療機関で受診します

STEP

1
基本健診を「集団健診」と「個別健診」のどちらで受けるか選択

基本健診と人間ドック等は重複して受診できません

助成の対象となるのは、市内の指定医療機関で実施した場合のみです

各種健(検)診の受診方法・申込方法は「健康のしおり」または

「小山市健診ガイド（住民健診のご案内）」をご確認ください

勤務先を退職する場合や、小山市に転入する場合には、国保へ加入、就職 ・ 家族の社会保険の扶養になった場合は国保か
らの脱退手続きが必要です。必ず１４日以内に手続きを行ってください。

※４月の窓口は非常に混み合います。スムーズな手続きのために必ず証明書等の確認書類をお持ちください。

希望の医療機関へご自身で予約のうえ受診をしてください

☆新小山市民病院でドックを受けたい方は…

Web申込みによる抽選となります。受診を希望される方は必ず上記

受付期間内にご申請ください。ご不明な点については、新小山市民病

院予防医学センター（☎３６－０２５０）に直接お問い合わせください。

申請が承認された方には「助成金支給決定通知書」が届きますSTEP 2

STEP 3

※令和６年度実施の検診のため、６５歳未満、７０歳未満、８０歳未満の基準は、
　 令和７年３月３１日時点の年齢となります

定員を超えた場合は抽選、

定員を超えない場合は

期間後も受付しています。

問 健康増進課　☎22ｰ9522

問 国保年金課　☎22-9418・9413

問 国保年金課　☎22ｰ9418・9413

問 国保年金課　☎22ｰ9414

とっても簡単です！
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◆成年後見制度利用支援事業

　 ▶申し立てる親族がなく、 特に必要と認められる場合は、 市長が申立てをすることができます。

　 ▶申立て費用 ・ 専門職後見人等への報酬の助成を行っています。 （任意後見は対象外）

◆成年後見制度を利用したいと思ったら

　※高齢者関係と障がい者関係の相談窓口を委託しています。

広報版　おやまアサッテ広場

　　高齢生きがい課　☎ 22-9853
　　福祉課　☎ 22-9629

問

問

　　社会福祉協議会　☎ 22-9545問

成年後見制度は、 認知症や知的障がい、 精神障がいなどによって物事を判断す

る能力が十分ではない方について、 ご本人の権利を守る援助者を選ぶことで、 ご

本人を法律的に支援する制度です。

◆後見人ができること

　 ▶ 介護 ・ 福祉サービス、 施設入所の契約　　　 ▶ 不動産の管理、 保存、 処分

　 ▶ 収入と支出の管理　…など本人の判断能力や生活状況によって支援内容が決まります。   

「成年後見制度」ご存知ですか？

Instagram　始めましたおやま市民ビジョン会議

小山市では現在、30年後、小山市制100周年を迎
える2054年に「こうあってほしい」という未来の小
山市の姿を、小山市に関わる人みんなで共有できるよ
う、「調べる」「学び合う」「対話する」を重ねながら「田
園環境都市おやまビジョン」の策定を進めています。
事業開始から２年目となる令和５年度には、市民×行
政でビジョン策定にあたるため、「おやま市民ビジョ
ン会議」を発足しました（詳細はP.6 ～ 7）。

ビジョン委員である市民、職員と行政支援コンサル
タントが共同で会議の活動や小山市の各地区の魅力を
紹介していくInstagramを開設しました。

是非フォローをお願いいたします。

◆成年後見制度の種類

・ 本人や配偶者、 親族等が家庭裁判所に申し立てます。

・ 後見人等と権限は家庭裁判所が決めます。

・ 後見人等への報酬額は、 後見人等からの求めに応じ

て、 家庭裁判所が決めます。

法定後見制度  （既に判断能力が不十分な方が対象）

・ 公証役場で手続きをします。

・ 後見人と権限は自分で決めることができます。

・ 判断能力が低下してから支援が開始されます。

・ 後見人への報酬は本人と後見人になる人が相談して決めます。

任意後見制度  （現在は判断能力がある方が対象）

田園環境都市推進課　☎ 22-9379問

▲ウェブ版
「おやまアサッテ広場」 は

こちら

▼アカウントはこちら

広報おやま　2024.310



問博物館 ☎45-5331　車屋美術館 ☎41-0968博物館・美術館だより
City museum & Art museum

博物館 車屋美術館

●館内展示のご案内
小山市 市制70周年記念 中央図書館事業

「小さな自慢が山ほどあります　～小山のココがすごい！～」
小山に関する図書館資料の展示と図書館ご利用のみなさんがおすす
めする小山の「いいもの・いいひと・いいところ」を掲示します。
どうぞご覧ください！
〇展示・掲示期間：2/23(金) ～ 5/6(月)まで
〇場所：中央図書館 1階 公園側入口付近他

●小山市の図書館を利用してみませんか？
小山市には、中央図書館、分館（小山分館・間々田分館・桑分館）、
移動図書館、公民館図書室・配本所があります。
市内に住んでいる方、または市内に通勤・通学している方は、どな
たでも図書館の資料を借りることができます。

〇開館日等

※大谷公民館図書室は、3/29(金)で閉室予定
その他、詳細や最新情報につきましては、中央図書館のホームページをご確認く
ださい。

開 館 時 間 ９：00 ～ 17：00（最終入館16：30）

３月の休館日 4日(月)・11日(月)・18日(月)・21日(木)・
22日(金)・25日(月)

●４月の休館日
1（月）・8（月）・15（月）・22（月）・25（木)・30(火)
※小山・間々田・桑分館は、29（月）も休館になります。

●４月の移動図書館
「せきれい」の巡回日程表は、中央図書館ホーム
ページに掲載いたします。

●４月のおはなし会 ※会場の記載が無いものは中央図書館

おはなし会は、どなたでも参加できます。直接会
場へお越しください。

問中央図書館
☎21-0750図書館つうしん

新着情報はこちらから ▶
４月

名称（会場） ４月 開始時間

おはなしウェンディ 3日㈬ 15：30

おやま分館ピッコロおはなし会(小山分館) 5日㈮ 11：00

ままだ分館おはなしかい（間々田分館） 9日㈫ 15：30

おはなしこんにちは 10日㈬ 10：30

おはなしウェンディ０・１・２ 17日㈬ 11：00

わくわくマルベリーおはなし会(桑分館) 20日㈯ 13：30

おこれんのおはなし会 21日㈰ 14：00

はなしのこべや　おはなしかい 28日㈰ 14：00

【開館時間】9：00 ～ 16：00（入館は15：30まで）
【観 覧 料】100円(大高生50円/中学生・義務教育学生以下無料）

「アトリエ青陽堂絵画教室作品展」
2月29日(木) ～ 3月3日(日)

「第2回小山市美術家協会絵画展」
3月 7日(木) ～ 10日(日)

「第１回陶遊会展」
3月14日(木) ～ 17日(日)

【観覧料】無料
【市民ギャラリーの開館時間】9:00 ～ 17:00（最終入館16:30）
※団体により開館時間が異なる場合がありますので
　詳細はホームページをご確認ください

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

地元で肥料問屋
を営んでいた豪商
小川家の主屋（明
治末年築）と土蔵、
庭園を公開してい
ます。

小川家住宅主屋

登録有形文化財 [小川家住宅] 公開
および 市民ギャラリーのお知らせ

博物館で「土器作り」「拓本」「篆刻」「郷土史学習」
「古文書読解」「民話語り」「甲冑の着付け」など様々な
学習を行っています。会員は博物館の入館料が無料！ 

【期間】4月1日から翌3月31日まで（1年更新）
【料金】年会費2,000円
【申込】3月1日(金)から博物館窓口にて受付

■博物館友の会 会員募集中

博物館の常設展示や周辺の史跡について学習して、展
示解説やウォーキングイベントなどを実施しています。 

【料金】無料
【申込】博物館まで電話申込。（年中受付中）

■博物館ボランティア 会員募集中

（入館料無料）
常設展示のみの開館

お知らせ

開館日 開館時間
中央図書館 火～日曜日・祝日 9：00～19：00
分館（小山・間々田・桑分館） 火～日曜日 9：00～18：00

公民館図書室（大谷・生井・寒川・
中・絹公民館図書室）
配本所（豊田・穂積公民館配本所）

月～金曜日 8：30～17：15

城南配本所 火～日曜日・祝日 9：00～19：00

広報おやま　2024.3 11



予防接種を受けましょう 健康増進課　☎22-9526　問

　ポリオ、ジフテリアなど、過去には命に関わったり障がいの原因となっていた重い感染症も、誰もが予防接
種を受けることで、今では流行しなくなりました。しかし、予防接種を受けないと、再び日本で流行する原因
となったり、海外に渡航したときなどに感染したりするおそれがあります。

■ 予防接種には、自らが病気にかかりにくくなるだけでなく、社会全体でも流行を防ぐ効果があります。

予防接種法に基づく「定期接種」のワクチン。「A 類疾病」と「B 類疾病」に分けられます。

【Ａ類疾病】…集団予防のために、誰もが受けるべき予防接種です。原則、全額公費で受けられます。対象年齢に近づいた方に市からお知
らせをお届けしております。

< 種 類 > ロタウイルス・Hib・小児用肺炎球菌・B型肝炎・ジフテリア・百日せき・破傷風・ポリオ・BCG・麻しん・風しん・水痘・日本脳炎・
ヒトパピローマウイルス（HPV）

【Ｂ類疾病】…個人予防のために、接種を希望する方が受けるものです。一部公費で受けられます。
< 種 類 > 高齢者の季節性インフルエンザ・高齢者用肺炎球菌

※特例臨時接種として実施していました新型コロナウイルスに関しては、内容が確定次第お知らせいたします

■ 受けた方がよいのはどのワクチン？ 

　予防接種は、赤ちゃんがお母さんから受け継いだ免疫が薄れてくる時期や病気にかかりやすい年齢、重症化しやすい年齢などに応じ
て接種する必要があります。詳細は令和６年度健康のしおりP.20 ～21をご確認ください。

■ 予防接種はいつ受ければよいの？ 

  夜間休日急患診療所 
場所 健康の森　さくら（神鳥谷２２５１－７）
 【健康医療介護総合支援センター】
 ☎３９－８８８０・ＦＡＸ３９－８８８２
受付 診療終了１５分前まで
※内科医等が、小児科の診察を担当することがあ
りますので、事前に電話をしてから来院してくだ
さい

日　時 科　目

平日 ・土曜日 19:00 ～ 22:00

内　科

小児科
日曜 ・祝日 ・振替

休日 ・年末年始

（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00

13:00 ～ 17:00

18:00 ～ 21:00

  在宅当番医 
受付 土・休日前
 （ の部分）
 １７:００～翌日１７:００
 上記以外　
 １７:００～翌日９:００

事前に電話で確認して
ください。医師が交代
で当直制をとっており、
希望する治療が困難な
場合もあります。

  休日急患 歯科診療所 
場所 健康の森　さくら（神鳥谷２２５１－７）
 【健康医療介護総合支援センター】
 ☎３９－８８８１・ＦＡＸ３９－８８８３
日時 日曜・祝日・振替休日・
 年末年始（１２／３１～１／３）
 １０：００～１２：００、１３：００～１６：００
受付 診療終了１５分前まで
※夜間休日急患診療所および休日急患歯科診療所の
南側に夜間休日対応の院外薬局（３薬局）があります

番号 医療機関名 所在地 電話番号

① 石橋総合病院 下野市下古山1-15-4 ☎53-1134
② 小金井中央病院 下野市小金井2-4-3 ☎44-7000
③ 杉村病院 小山市城山町2-7-18 ☎25-5533・5534
④ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31-1331
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45-7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320-2 ☎0280-57-1011

※在宅当番医は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています
問健康増進課　☎22-9523

4
月

（初期）一 次 救 急

医 療 機 関

救急車を呼ぶ？病院に行くか？迷ったときは

とちぎ子ども救急電話相談 #8000

とちぎ救急医療電話相談（概ね15歳以上） #7111

新型コロナウイルスに関する相談について

新型コロナ総合相談コールセンター 　☎ 0570-550-096

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

①④ ③⑥②⑤③⑥①④②⑤

7 8 9 10 11 12 13

③⑥①⑤②④③⑥②④①⑤③⑥

14 15 16 17 18 19 20

①④②⑤③⑥①④②⑥③⑤①④

21 22 23 24 25 26 27

②⑤③⑥②④①⑤③④①⑥②⑤

28 29 30

③⑥①⑤②④
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小山駅西口周辺の暮らしの移り変わりを紹介する、ニシ
グチオヤマのきおく。

今回は前回に引き続き、城山公園のきおくを巡りたいと
思います。

城山公園といえば、小山市屈指の桜の名所。足を運んだ
ことがある方もいるのではないでしょうか。

白黒の写真は、昭和57年(1982年)の”小山市 桜まつり”
の様子です。満開の桜の下、子どもから年配の方まで、談
笑しながら過ごしている様子が伺えます。そんな昔から親
しまれてきた城山公園は再整備が進められています。

公園内の様子が変わるだけでなく、思川との行き来がし
やすくなる予定です。

春は花見、夏は思川、秋には紅葉など、季節に合わせて
ご友人やご家族と訪れるのも良さそうですね。リニューア
ルした城山公園で過ごせる日を心待ちにしたいと思います。

小さな自慢が、山ほどあります。知
っ
て

る？
このマーク

　　総合政策課　☎ 22-9353問

「小さな自慢が、山ほどあります。」は市内の方も、市外の方も、小山市のたくさんある魅力を知って、こ
の街を好きになってもらいたい、との思いを込めて令和3年4月にできたキャッチコピーです。

ロゴマークは、小山市にある小さな自慢＝等身大の魅力をまとめあげたものですが、この他にも小山市の
魅力はまだまだたくさんあるはず！ということで、今後、皆さんが考える小山市の小さな自慢を募集し、広
報おやまの紙面で紹介させていただきます。皆さんのご応募お待ちしております！

あなたの小さな自慢を教えてください！

募集要領
● 自然、街並み、イベント、文化、食べ

物など、どんなものでも OK です！
● 応募いただいた内容は、広報おやまへ

の掲載のほか、市の広報事業に活用さ
せていただきます。

● 二次元バーコードを読み込んで、市公
式  ホームページからご応募ください。

● その他応募に係る詳細は市公式ホーム  
ページをご確認ください。
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小山工業高等専門学校の取組

1月24日（水）、４つの学科の学生で構成された
グループごとに、小山市の「健康的なまちづくり」
をテーマに、約4か月の授業で構想を練り上げた成
果の発表会が行われました。

5年前から授業のカリキュラムを刷新し、1年生
から学科横断型の授業を展開、技術者に必要とされ
るチームワークや課題解決能力を育んでいます。

◆新しい授業のかたち

絹地区６自主防災会避難所訓練

1月28日（日）、絹地区に避難指示が発令され、
絹義務教育学校西校舎体育館が避難所として開設さ
れたことを想定した訓練が実施されました。

各自主防災会の方たちは、避難所の受付手順、防
災倉庫内の資機材の確認、パーテーション設営や簡
易トイレの設置、非常食の試食等を体験しました。

訓練後は、疑問点や課題、今後の改善点などにつ
いて話し合いを行いました。

◆今後につながる訓練

「真綿かけ・糸つむぎ講習会」修了式

1月29日（月）、真綿かけや、糸つむぎの技術者
として後継者を育成することを目的に開催された講
習会の修了式が行われ、受講者に対して修了証が授
与されました。

受講者は、伝統技術の難しさを実感するも、今後
も続けていきたいと話してくれました。

◆受講生10名が授与

JAおやま　市内全小・中・
義務教育学校に寄贈

1月30日（火）、「学校給食への栃木県産いちご」
贈呈式が行われました。

子どもたちに「食への関心」や「食を支える農の役割」
について感じてもらうことを目的に、小山農業協同組
合（JAおやま）は、市内全小・中・義務教育学校に
人気の品種とちあいかを約15,000粒寄贈されました。

いちごは２月1日(木)から各学校給食で提供されま
した。

◆子どもたちに「栃木県産いちご」を

広報おやま　2024.314



広報おやま
読者アンケート

※ ご意見には個別に回答はいたしません。

 広報紙作成に役立てる資料としますので、

 ご了承ください

２次元コードを読み込みご回答ください▶

より見やすく、より便利に！

広報紙に関する
アンケートにご協力ください

も く じ

市からのお知らせや役立つ情報 ・
緊急情報を発信しています小山市公式SNS

カタログポケット
（多言語対応）

facebook Instagram YouTube LINE

スマホで
広報おやまが読めます

■電話

　☎ 0285-23-1111
（代表）

■住所

　〒323-8686　小山市中央町1-1-1

■ホームページ

　 https://www.city.oyama.
tochigi.jp/  

■開庁時間
　 月〜金曜日、 8:30 ～ 17:15

　 （祝日・年末年始を除く）

■新型コロナウイルス関連情報

●市民課業務 延長･休日窓口●

※一部業務のみ 問市民課 ☎22-9405

・平日延長窓口　※市民課のみ

　火・木曜日 19：00まで

・休日開庁窓口

　（市民課、小山城南出張所☎31-3650）

　第2･4日曜日 8：30 ～ 17：15
　3月31日(日)は、市民課窓口のみ
　特別開庁いたします。

●納税課業務 延長･休日窓口●

 問納税課 ☎22-9444

・平日延長窓口

　火曜日 19:00まで

・日曜納税相談窓口

　３月２４日(日)　8：30 ～17：15

小山市役所案内

■市ホームページのキャッシュサイト
　（市ホームページがつながりにくいとき）
　https://www-city-oyama-

　　　tochigi-jp.cache.yimg.jp/

■防災行政無線 （放送内容を確認するとき）

　☎ 0285-23-0031 （自動音声案内）

■ラジオ 「おーラジ」 FM77.5MHz
　http://www.o-radi775.jp/

■防災ポータル （防災情報の確認）

納付は便利な
口座振替で！

X（旧Twitter）

納税のお知らせ

3月の納期

3 月の納期の税金はありません。

税金は納期限までに納めましょう。

１ 表紙

２-７ 市民との対話でつくるまちづくり

８-９ 基本健診・人間ドックについて

10
広報版 おやまアサッテ広場／

成年後見制度について

11 図書館つうしん／博物館・美術館だより

12 一次救急／ひとくち健康メモ

13
ニシグチオヤマのきおく／

小さな自慢が、山ほどあります。

14 まちの話題

15 もくじ／市役所案内

16 Ｏｙａｍａ Ｋｉｄｓ Ｓｔｕｄｉｏ／子育て情報
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■市の人口：166,069人(21減)、男性 83,887人(15減)、女性 82,182人(6減)、世帯数 72,151(1増)（2月1日現在）

令和 6(2024) 年 3 月 1 日発行

相談・講座名 内　容 日　時 対　象 申　込

離乳食教室 離乳食の進め方、作り方のコツ
4月26日(金)
13：30～15：30

4 ～ 8カ月頃の
児と保護者

専用フォーム
3月26日(火) ～

乳幼児
健康相談

・保健師・栄養士による子育て
相談 

・持ち物：親子（母子）健康手帳、
バスタオル、上履き、くつ袋

4月18日(木)
①9：00～
②9：30～
③10：00～
④10：30～

未就学児とその保護者

4月4日(木)
13：00 ～
相談希望の方:
電話
計測のみの方:
専用フォーム

産前・産後
サポート事業

ママカフェ・セルフケア講座

・ママカフェ
  3月11日(月)、
  4月22日(月)
・セルフケア講座
  4月12日(金)

妊娠16週から
出産後6カ月以内の
妊産婦
※お子さまの参加可

専用フォーム

マタニティ
後期クラス

・沐浴体験（赤ちゃんのお風呂
の入れ方）助産師講話（出産・
育児に向けて）

・持ち物：親子（母子）健康手帳、
申込書、上履き、くつ袋、テキ
スト代250円

4月21日(日)
13：30～16：00

妊婦とその家族
※妊婦おひとりの
   参加可

3月21日(木) ～
専用フォーム

松
まつかわ

川　峻
しゅんや

也ちゃん ・ 廉
れん

ちゃん 木
き

村
むら

　一
い

千
ち

椛
か

ちゃん豊
とよさわ

澤　虹
こう

太
た

ちゃん

加
か

藤
とう

　彰
あ か し

士ちゃん ・ 喜
き

一
いち

ちゃん 福
ふく

田
だ

　晟
せ

也
な

ちゃん野
の

原
はら

　夕
ゆ

愛
あ

ちゃん

申込
フォーム

＜対象＞小学校入学前のお子さん（市内在住）　＜応募者資格＞父母、祖父母等　＜応募方法＞右記二次元コードより、必要事項と写真を提出

してください。　＜必要事項＞１.応募者の氏名 ２.お子さんの名前（ふりがな） ３.お子さんとの続柄 ４.住所 ５.電話番号 ６.メールアドレス

※過去に掲載したお子さんも、掲載後１年経過していれば掲載できます

≪Oyama Kids Studio≫ お子さんの写真募集中

問	健康増進課	☎22-9525
場	市役所3階	検診室



nformation プラス
インフォメーションページのみ
抜き取って保管できます！

オープンデータデイは世界中で開催される祭

典です。小山市では災害に関係するオープン

データを使って「自分の防災マップ」を作りま

す。街歩きをしながら避難所までの危険個所

や役立つ情報をスマホの地図アプリにマッピ

ングします。

日 時 ３月16日(土)　13時～ 16時

場 所 市役所3階大会議室

対 象	 どなたでも

定 員	 30人程度

申 込	 専用フォーム

申込期間	 ３月１日(金) ～ 15日(金)

オープンデータデイ2024 
in ＯＹＡＭＡ開催！
問情報政策課 ☎22-9304

栃木県南西部で特定外来生物「クビアカツヤカミキリ」の被害が

拡大しています。幼虫が樹木に寄生し、内部を食い荒らすこと

で最終的に枯れてしまいます。

〈成虫の特徴〉

・全体的に光沢のある黒色でクビの部分が赤い

・成虫は6月から8月に現れる・体長は２～４㎝

〈クビアカツヤカミキリを見つけたら〉

・発見場所、日付、樹木の種

類などの情報提供をお願い

します。

・成虫は踏みつぶす等して捕殺

してください。

クビアカツヤカミキリに注意！

問自然共生課 ☎22-9354

クビアカ雄 クビアカ雌

温室効果ガスの排出削減推進のため、自らが居住する住宅に脱炭素化設備等を導入した市民に対し、2月1日(木)

から補助金制度を行っています。

〇対象者

・市内に住所を有し、住民基本台帳に記載され、本補助金申請に係る住宅に自ら居住している個人

・市税の滞納がない個人

・ZEH、定置型蓄電池、V2Hにおいては、令和５年４月１日以降に「小山市転入勤労者等住宅取得支援補助金」の交

付を受けた者または交付予定の者が申請者および申請者の同一世帯にいない個人

〇補助対象設備および補助額

・令和５年４月１日以降に設置または引き渡しされた新品である下記設備等

・申請者宅に設置されている余剰売電または自家消費の太陽光発電設備と１～３は常時接続、

４、５は接続が可能である設備等

・１～３…１住所地１回限り　４、５…１個人いずれか１回限り

小山市住宅脱炭素化設備等導入費補助金
問ゼロカーボン推進課 ☎22-9277

対象設備等※１ 補助額(円) 対象判定日※２

1 ＺＥＨ(Nearly	ZEH、 ZEH	Oriented	は補助対象外) ２０万 工事完了引渡証明書「引き渡し日」

2 定置型蓄電池システム
【新設太陽光発電＋蓄電池】 １０万 太陽光発電設備および蓄電池の保証書「保証開始日」

【既設太陽光発電＋蓄電池】 ５万 蓄電池の保証書「保証開始日」

3 電気自動車等充放電設備（Ｖ２Ｈ） ５万 保証書「保証開始日」

4
電気自動車【普通自動車】
プラグインハイブリッド自動車
燃料電池自動車

各１０万 自動車検査証「登録年月日」
または
自動車検査証「交付年月日」

5 電気自動車【四輪軽自動車】 ５万

※１　各対象設備には要件がございますので、 詳細は市ホームページをご覧ください。

※２　表中の日が令和5年4月1日以降であり、 申請時において1年経過していないこと

詳細はこちら↑



アンカー　－ 121 アンカー　－ 300 アンカー　－ 478

お 知 ら せ

3月31日（日）は市民課窓口を

特別開庁します。

問市民課 ☎22-9405

3月、4月は新年度を迎えるにあたり、

市民課窓口が大変混雑します。混雑

緩和のため、3月31日（日）に市民課窓

口のみ特別開庁いたしますのでご活

用ください。 平日の混雑状況では2

時間以上お待たせする場合もありま

す。混雑する日、時間帯を避けるこ

とや出張所の利用などをご検討くだ

さい。

【特に混雑が予想される日】

　月曜日・金曜日・大安

【特に混雑が予想される時間帯】 

　11時～ 16時

 

令和5年度住民税非課税

世帯に対する給付金

（1世帯あたり7万円）

の確認書の返送について　

問専用コールセンター ☎20-5211

令和5年12月1日時点で小山市に住民登

録があり、世帯全員の令和5年度住民

税が非課税で対象の可能性のある世帯

のうち「支給のお知らせ」が届いていな

い世帯へ、確認書を2月中旬頃から順

次送付しました。条件に該当し、まだ

返送されていない世帯は、お早めにご

返送ください。

支給額 1世帯あたり7万円  

申 　込 確認書を返送

返送期限 ４月19日（金）まで

 ※当日消印有効

 

令和5年度住民税非課税

世帯に対する給付金に

おけるこども加算について

（基準日後に出生されたお子さん分）　

問子育て家庭支援課 ☎22-9634

左記の、令和5年度住民税非課税世帯

に対する給付金（7万円）の対象となっ

た世帯内で扶養されている18歳以下

の子に対する、一人あたり５万円の

こども加算について、令和5年12月1

日の基準日以後に生まれたお子さん

の給付には別途申請が必要です。ま

だ申請をされていない方はお早めに

申請をしてください。

申 込 窓口、郵送

申込期間 ４月19日（金）まで

 ※当日消印有効

「旧保健・福祉センター」(中央町2-2-21)は

4月1日から「小山市総合福祉センター」に名称

変更となります。住所や入居している団体の

変更はありません。

健康の増進を目的とした体操講座を通し、「共生の心」

を大切にしていきます。

集会所名 講座名 実施日時

網戸中坪 ふれあい健康体操
４月～７月の

金曜日
（月４回以内）

押 　 切 ふれあい健康体操
４月～７月の

月曜日
（月４回以内）

押 　 切 フレッシュ体操
４月～７月の

木曜日
（月５回以内）     

時 間	 9時30分～ 11時30分

回 数	各１２回（※１回は人権学習会を実施）

定 員	各12人

申 込	電話、 窓口、 専用フォーム

申込期間	 3月11日(月)まで

旧保健・福祉センター名称
変更のお知らせ

集会所講座生募集

問資産経営課 ☎22-9322 問生涯学習課 ☎22-9663



国民年金第1号への

切り替えはお済みですか?　

問国保年金課 ☎22-9416

問栃木年金事務所 ☎0282-22-4131

20歳以上60歳未満の方で、厚生年金や

共済組合に加入していた方が退職した

とき、厚生年金や共済組合に加入して

いる配偶者の扶養から外れたときは、

国民年金第1号被保険者への切り替え

手続きが必要です。

持ち物 資格喪失証明書、 本人確認が

できるもの（マイナンバーカー

ド、 運転免許証など）

場 所	 国保年金課（市役所1階）また

は各出張所

市管理防犯灯の調査および

更新工事のお知らせ

問市民生活安心課 ☎22-9283

市管理防犯灯の調査および更新工事を

行うため、腕章をつけた作業員等が、

防犯灯の写真撮影を行います。また民

地内に立ち入り更新工事を行う場合が

あります。 

施工業者 アクリーグ・小山市LED電気

工事会社共同企業体

※市管理防犯灯は主に電柱に

設置してあります

日 時 調 査 ：	3月15日（金）まで

 更新工事 ：	5月1日（水） ～

	 	 7月31日（水）

場 所	 市内全域に設置してある市管

理防犯灯全て

キッズ ・ ゾーンを設置

します　

 

問こども課 ☎22-9614

保育施設等から散歩等の園外活動の危

険箇所として、保育施設等の周辺17カ

所に「キッズ・ゾーン」の路面標示を設

置し、自動車の運転手などへの注意喚

起、通園している園児などに対する意

識啓発を行います。「キッズ・ゾーン」

は交通規制を伴うものではありません

が、保育施設等や園外活動での安全を

確保するため、特にスピードを緩めて

走行するなどご協力をお願いします。

軽自動車税（種別割）の

減免　

問資産税課 ☎22-9436

身体障がい者などが自ら使用する車両、

または生計を一つにする方が身体障が

い者などのために使用する車両は、軽

自動車税（種別割）の減免を受けること

ができ、申請が必要です。

持ち物	 運転免許証、 車検証、 身体障

害者手帳または療育手帳など

日 時	 4月1日（月） ～ 5月31日（金）

場 所　資産税課(市役所2階)

固定資産税の縦覧 ・ 閲覧
　

問資産税課 ☎22-9436

◆縦覧

自己の土地・家屋の評価額と他の評価

額を比較し、適正に評価されているこ

とを確認するために「土地・家屋価格

等縦覧帳簿」の縦覧を行います。

期 間	 4月1日（月） ～ 30日（火）

対 象	 納税者、 納税者と同一世帯の

親族、 納税管理人、 代理人

料 金	 無料

◆閲覧

自己所有の固定資産や借地・借家人な

どの権利部分の「固定資産税課税台帳」

の閲覧を行います。

期 間	 通年

対 象	 納税義務者、 納税義務者と同

一世帯の親族、 納税管理人、

代理人、 借家人など

料 金	 200円（縦覧期間は無料）

◆共通

場 所	 資産税課（市役所2階）

持ち物	 本人確認書類、 代理人の場

合は委任状、 借家人などは権

利確認のできる契約書などの

書面

不動産鑑定士による

春の無料相談会　

問栃木県不動産鑑定士協会

☎028-639-0556

不動産の価格、 地代、 家賃、 借地権の

価格など	

日 時	 4月5日（金） 10時～ 15時

場 所	 市役所4階403会議室

料 金	 無料

申 込	 電話

家内労働委託状況届の

提出は4月30日（火）まで　

問栃木労働局労働基準部賃金室

☎028-634-9109

家内労働者へ内職等を委託している事

業主は、家内労働法による「委託者」に

なりますので、「委託状況届」の提出が

必要です。詳しくは、栃木労働局また

は最寄りの労働基準監督署にお問合せ

ください。

ひきこもりご本人の

居場所「ラルジュ」　

     

問福祉課 ☎22-9858

この場所は、開所時間内であれば、い

つ来てもいつ帰ってもいい場所です。

日 時 月2回

 ※詳細はお問合せください。 

場 所 市役所4階402会議室

 ※変更の可能性あり

対 象 ひきこもり状態にあるご本人

定 員 おおむね10人以内

料 金 無料

申 込 事前登録必須



誰も自殺に追い込まれることの

ない社会を目指して

問福祉課 ☎22-9629

3月は自殺対策強化月間です。毎日つ

らい気持ちを抱えている…。そんな自

分は生きていても仕方がないと思う…。

このような気持ちを聴かせて下さい。

相談窓口

よりそいホットライン

☎0129-279-338（フリーダイヤル）

栃木いのちの電話

☎028-643-7830（フリーダイヤル）

※市の事業については広報おやまの相

談ページに掲載。随時、保健師等に

よる電話・面接相談を受け付けます。

募 集

おやま地区手話通訳者等養成講習会

[小山 ・ 下野 ・ 野木合同開催]　

問福祉課 ☎22-9624 FAX:24-2370

日　時 定員・料金

入門基礎講座

4/20㈯～ R7.3/1㈯ （全45回）
9:30 ～ 12:00
（うち6回は講義日の為
13:00 ～ 14:30）

20人（抽選あり）
無料

（テキスト代別）

ステップアップ講座

4/20㈯～ 12/14㈯ （全24回）
9:30 ～ 12:00

10人（事前面接あり）
実費負担

場 所	 しらさぎ館ほか

対 象	 入門基礎講座

初めて手話を学ぶ方

	 ステップアップ講座

「入門基礎」講座修了者、 も

しくは相応の経験者

申 込	 窓口、 FAX

申込期間	 3月12日（火）まで

第12期小山市男女共同参画

推進員（任期2年）を募集します　

問人権 ・ 男女共同参画課

☎22-9296 FAX:22-8972

地域での男女共同参画の推進のために

活動しませんか? イベントでの啓発活

動や地域での交流会への参加、研修会

など様々な経験ができます。

対 象	 市内在住で、 男女共同参画の

趣旨に賛同し、 地域における

男女共同参画の推進のために

活動いただける方

定 員	 若干名

申 込	 専用フォーム、 FAX

申込期間	 4月12日（金）まで

河川愛護モニターの募集
　

問国土交通省下館河川事務所

☎0296-25-2151

河川をやさしく見守って下さる河川愛

護モニターを募集します。

活動期間 7月1日（月） ～令和8年6月30日（火）

活動範囲	 下館河川事務所が管轄する鬼

怒川又は小貝川で日常生活の

中で無理なく活動できる範囲

対 象	 活動範囲の河川から5㎞以内

に居住する満20歳以上の方

定 員	 10人

申 込	 応募用紙に必要事項を記入

し、 下館河川事務所（〒308-

0841	 茨城県筑西市二木成

1753番地）へ郵送

申込期限	 5月7日（火）【必着】

助成制度・手当

小山市在宅ターミナルケア

支援事業について　

問健康増進課 ☎22-9532

若年者のがん患者の方が、住み慣れた自

宅で自分らしく安心して日常生活が送れ

るよう、 在宅介護サービス料金の一部を

助成します。サービスを利用する前に利

用申請が必要です。その後サービス提供

事業者へ利用料をお支払いいただき、必

要書類を揃えて市へ助成金の請求を行い

ます。助成金の請求はサービス等を利用

した日から2年以内に行ってください。

対象者

・18歳以上40歳未満の市民
・治癒を目的とした治療を行わないがん患者の方
・在宅生活の支援及び介護が必要な方
・他の制度において同等の助成又は給付
を受けることができない方

対象サービス等（介護保険指定事業所等によるもの）

・訪問介護　　　・訪問入浴介護
・福祉用具貸与　・福祉用具購入

助成額

・1カ月あたりの利用料の9割に相当する額
・助成上限額　5万4千円
・生活保護を受けている方は助成上限額6万円
・助成額を上回る利用料は自己負担

申 込 窓口、郵送

旧優生保護法による

優生手術などを受けた方へ　

問県旧優生保護法関係相談窓口

☎028-623-3064

優生手術などを受けた方に一時金（一

律320万円）を支給いたします。

対 象

次の①または②に該当する方で、 現

在生存されている方

①昭和23年9月11日から平成8年9月

25日までの間に、 旧優生保護法に

基づき優生手術（生殖を不能にする

手術）を受けた方（母体保護のみを

理由として手術を受けた方は除く）

②	①のほか、 同じ期間に生殖を不能

にする手術または放射線の照射を受

けた方（母体保護や疾病の治療など、

優生思想に基づく理由でないことが

明らかな手術などを受けた方は除く）

申 込	 県旧優生保護法関係相談窓口

	 （宇都宮市塙田1-1-20	 栃木

県庁本館5階）まで

 ※郵送による提出も可

イベント・講座

移住者交流会 Oyama beginner

vol.12 参加者募集　

問田園環境都市推進課 ☎22-9376

新たに小山市に住み始めた方や、小山



市への移住を検討している方のための

交流会を開催します。親子でミニ運動

会とハンバーガーづくりを楽しみなが

ら、おやまビギナーさんと交流を深め

てみませんか?

日 時	 3月9日（土） 10時～ 12時

※雨天の場合3月10日（日）に延期

場 所 ベーカリーカフェ	OLEA

	 （粟宮684-1）

対 象	 市内在住の方、 小山市への移

住を検討している方

定 員	 20人程度

料 金	 500円（1人あたり）

申 込	 専用フォーム

申込期限 3月7日（木）まで 

パパの育児 ・ 家事スキルアップ

セミナー 2024参加者募集　

問人権 ・ 男女共同参画課 ☎22-9296

FAX:22-8972

日 時 3月24日（日） 10時～11時30分

場 所 中央図書館視聴覚ホール

対 象	 市内在住 ・ 在勤の3歳までの

子を持つ父親（母親の同伴可）

定 員 15組(30人程度)

料 金	 無料

申 込	 専用フォーム、 FAX

申込期間 3月18日(月)まで

令和6年度白鷗大学市民開放

講座（前期）受講生募集　

問生涯学習課 ☎22-9665

白鷗大学で行われる通常の授業を市民の

皆さまに開放します。地域に開かれた大

学で心ゆくまで学んでみませんか?（開放

科目一覧はホームページで確認できます）

日 時	 4月8日（月） ～ 7月26日（金）

場 所	 白鷗大学本キャンパス（駅東通

り）、 大行寺キャンパス

対 象	 市内在住、 在勤、 通学者

定 員	 各科目5人（定員を超えた場

合は抽選）

料 金 週1回講義科目（半期） ： 1万円

	 週2回講義科目（半期） ： 2万円

※教材代は含まれません。 授業開

始後の返金対応はできません。

申 込	 電話、 専用フォーム

申込期間	 2月29日（木） ～ 3月8日（金）

令和6年度シニア元気あっぷ塾

出前トレーニング参加塾生募集

問高齢生きがい課 ☎22-9616

シニア世代向けに介護予防の一環とし

て、自宅でも実践できる筋肉を鍛える

運動を中心に行います。

実施期間	 4月～令和7年3月

対 象	 65歳以上で運動制限のない方

※サポーターとしての活動を考えている

方は40歳以上から参加可

料 金 1コース　年間2,000円

申 込	 各会場にて受付

申込期間 3月の出前トレーニング実施

日の終了後30分

※実施日についてはお問合せください。

会場 コース（曜日） 時間
文化センター 
小ホール

原則火曜
（隔週）

13:30 ～
15:00

勤労青少年ホーム
小体育館

月・木
13:30 ～
15:00

しらさぎ館 
多目的ホール

水・金
9:30 ～
11:00

マルベリー館 
多目的ホール

火・木
9:30 ～
11:00

※各会場2コース(1コース月2回)

認知症予防教室（ウォーキング）

  

問高齢生きがい課 ☎22-9853

認知症予防のためのウォーキング教室

を開催します。

日 時	 4月9日（火）～ 5月28日（火）

の毎週火曜日（全8回）

	 10時～ 11時30分

 （初日のみ9時30分～11時30分）

場 所	 しらさぎ館

対 象	 市内在住65歳以上の方

定 員	 10人

料 金	 テキスト代100円

申 込	 電話、 窓口

申込期間	 3月13日（水） ～

	 定員になり次第締め切り

環境にやさしい

野菜づくり教室の説明会　

問農政課 ☎22-9255

4月から開催する「野菜づくり教室」の

参加希望者を対象に説明会を開催し

ます。

日 時 3月23日（土）9時～

場 所 道の駅思川（小山評定館）

対 象 「野菜づくり教室」の参加希望者

※「野菜づくり教室」への参加

は当説明会に出席すること

が条件です。

申 込 窓口、専用フォーム

申込期間 3月18日（月）まで 

 



クラフト館ワークショップ

問クラフト館 ☎32-6477

日　時 料　金

メタルエンボッシングアート・メガネスタンド作り
3月16日（土）13：30　4人 1,800円
コースター織（地機織り）
3月17日（日）
①10：30　2人
②14：00　2人

大人 1,000円
子ども 500円

間々田組紐の組みひもストラップ・ブレスレット作り
3月23日（土）
①13 ： 30　②14 ： 00
③14 ： 30　④15 ： 00
⑤15：30　2人/回

高校生以上
 1,000円
小中学生
 800円

ハーバリウム制作会「シンプルも素敵♬」
3月31日（日）　13：30　8人 1,500円

場 所 クラフト館

申 込 電話、窓口

 ※キャンセルは2日前まで

ゆめまち3月のイベント

問ゆめまち ☎27-9935

日　時 料金・申込み

「わくわくゆめまちおはなし会」

3月26日(火)
10:30 ～ 11:00

無料・申込み不要

「認知症予防教室」お口のはたらきＵＰで認知症予防

3月21日(木)
10:00 ～ 11:00　

無料・3月10日(日)
10:00 ～

持ち物 飲み物

申 込 電話、窓口

豊田公民館健康ウォーキング

「飾り馬の里を歩く」

問豊田公民館 ☎37-1002

篠塚稲荷神社初午祭（飾り馬・流鏑馬・

神楽）とあわせて地域の名所・社寺・

旧家など約7㎞をウォーキング

日 時	 3月10日（日）

 13時（集合）～ 16時10分（帰着）

場 所	 豊田公民館集合 ・ 出発（豊田

中学校校庭駐車）⇒野口家住

宅⇒御城稲荷神社⇒小薬湧水

池⇒長栄寺⇒浄円寺⇒若駒酒

造⇒篠塚稲荷神社初午祭(神

楽奉納・流鏑馬)⇒思川駅⇒

豊田公民館（帰着）

対 象	 どなたでも

料 金	 無料

申 込	 電話、 窓口

申込期間	 3月8日（金）まで

※申込み時に氏名 ・ 年齢 ・ 住

所 ・電話番号を確認

小山運動公園開催教室の

ご案内　

問小山運動公園 ☎49-3523

小山運動公園では毎月フィットネス教

室を開催しております。料金や申込方

法についてはお問合せください。

日 時	 ①ゆったり夜ヨガ

	 　	3月8日（金）

	 　	19時～ 19時45分

	 ②ミズノ健康プログラム

	 　	★ラララサーキット ・ ライト

	 　	3月12日（火）10時～ 11時

場 所	 小山運動公園　開運スポーツ

合宿所

対 象	 高校生以上一般	

ボードゲームで民主主義

を体験しよう!　

問おやま～る ☎20-5562

様々な立場の人と共生を目指す現代社

会。自分たちの意見や価値観について

ボードゲーム『デモポリー』を楽しみな

がらみんなと考えてみませんか?

日 時 3月10日（日）

 13時30分～ 16時

場 所 おやま～る 研修室

対 象 中学生から一般

定 員 30人

料 金 500円～

 （全額被災地チャリティ資金）

申 込 電話、窓口、専用フォーム

うたってあそぼう!

親子のふれあい音楽会　

問文化センター ☎22-9552

0才から楽しめる本格的なコンサート。 

日 時 3月9日（土）

 10時30分開演（10時開場）

場 所 文化センター小ホール  

料 金 自由席 1人800円

申 込 窓口、チケットサイト

歌声カルテットの

昭和歌謡コンサート　

問市立文化センター ☎22-9552

懐かしの名曲を楽しむコンサートです。

日 時 4月16日（火）

 14時開演（13時開場）

場 所 文化センター大ホール  

料 金 指定席 2,500円

 ※当日 3,000円

申 込 窓口、チケットサイト



近隣市町の情報  （関東どまんなかサミット・定住自立圏）

下野市（栃木県）

■第45回 天平の花まつり

問(一社)下野市観光協会

☎0285-39-6900

下野市の天平の丘公園は、国指定史

跡の下野国分寺跡・尼寺跡を有し、

桜の名所として知られています。園

内には日本3大桜の根尾谷淡墨桜・三

春滝桜・山高神代桜の子孫樹のほか、

しだれ桜や八重桜など、約30品種の

桜が次々と咲き乱れます。桜の開花

にあわせて、公園内で「天平の花まつ

り」を開催します。古の飛鳥文化の面

影を残す「東の飛鳥」下野市に、ゆっ

たりと花見散策に出かけてみてはい

かがですか。

日 時 3月20日(水・祝)

 〜5月6日(月・振替)

場 所 天平の丘公園

 (下野市国分寺993-1)

加須市（埼玉県）

■第２５回記念全国高等学校女子硬式野球選抜大会

問加須市スポーツ振興課 ☎0480-62-6123

過去最多の54チームが出場し、女子高校

野球の頂点を目指します。決勝戦は、4

月7日㈰に東京ドームで行われます。

日 時	 3月21日㈭～ 31日㈰

場 所	 加須きずなスタジアム（加須市下三

俣590）、 田ケ谷サン・スポーツラ

ンド（加須市上崎1850-1）ほか

※詳しくは、加須市ホームページをご覧ください。

栃木市（栃木県）

■栃木市立美術館 企画展　写真家が捉えた昭和のこども

問栃木市立美術館 ☎0282-25-5300

木村伊兵衛や土門拳、植田正治といった日本の写真史に大きな足跡を残した写真家

たちが撮影した昭和の子どもたちの写真、約170点を展示します。

日 時 3月24日(日)まで　9時30分～ 17時（入館は16時30分まで）

 休館日：月曜日（祝日の場合は開館）、2月13日、3月21日

場 所 栃木市立美術館（栃木市入舟町7-26）

料 金 一般・大高生800円／中学生以下無料　※企画展の料金で、収蔵品展を無料観覧できます

板倉町（群馬県）

■頼
たのもし

母子薬師堂のシダレザクラ

問板倉町商工観光係

☎0276-82-6139

例年3月下旬から4月上旬に見頃

を迎えます。高さ約16メートル、

幹周り約2.5メートル樹齢は推

定250年の巨木です。弘法大師

が全国行脚の際、この地につえ

を差しておいたところ、根が張

り花を咲かせたという伝説が残

ります。

場 所

　板倉町大字海老瀬5959-1

野木町（栃木県）

■若の原農村公園の芝桜

問野木町産業振興課 ☎0280-57-4152

例年4月頃から地元の方が管理する芝桜が見事に咲き誇り、

丘一面がピンク色に染まります。のんびりとした自然の中

で春の息吹を

感じてみませ

んか。

場 所

野木町大字若

林771

古河市（茨城県）

■第48回古河桃まつり

問(一社)古河市観光協会

☎0280-23-1266

「矢口」「菊桃」「源平」「寒白」「寿星桃」

「照手」の6種類のハナモモ約1,700本

が咲き誇ります。鮮やかなピンク色

に染まった桃林をお楽しみください。

日 時 3月16日(土) ～ 31日(日)

場 所 古河公
く

方
ぼう

公園

 (古河市鴻巣399-1)

　 　

　



ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、 市民生活安心課☎ 22-9282 へお問合せください。

名称 時間 問合せ

市民相談 ８：３０〜１７：１５
市民生活安心課
☎ 22-9282

被害者相談 ８：３０〜１７：１５

消費生活相談
９：００〜１５：００
※水曜休み

消費生活センター
☎ 22-3711

家庭児童相談 ８：３０～１７：１５
子育て家庭支援課
☎ 22-9626

ひとり親家庭相談 ９：００〜１７：００
子育て家庭支援課
☎ 22-9627

婦人相談 ９：００〜１７：００

DV 相談 ９：００〜１７：００
配偶者暴力相談支援センター
☎ 22-9602

青少年電話相談 １０：００〜１７：００ ☎ 25-4006　※土日も受付

こころのダイヤル

９：００〜１７：００
※第２･４水曜日
９：３０〜１１：３０

は医療相談

県精神保健福祉センター
☎ 028-673-8341

月
～
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

◎
通
常
相
談

（
電
話
相
談
）

名称 時間 問合せ

県民相談 ９：００〜１６：００
小山県民相談室
☎ 22-9164

シニアの社会参加
相談

８：３０～１７：１５
高齢生きがい課
☎ 22-9617

認知症相談 9：0０～１７：00
高齢生きがい課
☎ 22-9853

ひきこもり相談 ８：３０～１７：１５
福祉課ひきこもり相談支援室
☎ 22-9858

障がいのある方
向け相談

８：３０～１７：１５

小山市障がい児者基幹相談
支援センター
☎ 23-5050　FAX 29-6090

小山市地域生活支援拠点
☎ 39-6088　FAX 39-6188

外国人ふれあい
子育てサロン

８：３０〜１７：１５
小山市国際交流協会
☎ 23-1042（英語、スペイ
ン語、ポルトガル語）

外国人相談 ９：００〜１７：００

多文化共生総合支援センター
☎ 22-9439（スペイン語・
ポルトガル語）
☎ 22-9678（英語）　

◎
専
門
相
談

（
面
談
）　　
　

※
要
予
約

（
一
部
予
約
不
要
）

名称 期日 時間 相談相手 ・ 場所など
※場所記載がない場合は市役所

問合せ

行政相談
１７日㈬
２１日㈰

１０：００～１２：００
行政相談委員　※予約不要
場所：	１７日（水）市役所２階市民相談室
 ２1日（日）市役所１階多目的スペース

市民生活安心課
☎ 22-9282

登記相談 10㈬ １０：００～１２：００
司法書士、土地家屋調査士
※予約は１ヵ月前から（土日祝は翌平日）

家庭内困りごと相談 21㈰ １３：３０～１６：１０
元家庭裁判所調査官・調停員
※予約は４月１日（月）～

税金なんでも相談 11㈭ １３：３０～１5：3０
税理士
※予約は１ヵ月前から（土日祝は翌平日）

不動産相談 2㈫ 9：0０～１2：0０
宅建協会員
※予約は１ヵ月前から（土日祝は翌平日）

行政書士専門相談
１７日㈬
２4日㈬

１０：００～１２：００
行政書士（相続・遺言・許認可等）
※予約は１ヵ月前から（土日祝は翌平日）

青少年相談
月〜金（祝

日、盆、年末
年始を除く）

９：００〜１７：００
公認心理師および臨床心理士の資格を
有する青少年相談員
場所：青少年相談室

青少年相談室
☎ 25-4002

交通事故相談
９日㈫

２３日㈫
１０：００～１５：００ 交通事故相談員

県民プラザ室
☎ 028-623-2188

人権相談 12㈮ １０：００～１５：００
人権擁護委員　※予約優先
場所：市役所６階　相談室６Ｂ

人権・男女共同参画課
☎ 22-9292

こころの相談 4月はありません 精神科医師
福祉課
☎ 22-9629

心配ごと相談
2㈫・16㈫・30㈫ １０：００～１2：００

心配ごと相談員
場所：小山市総合福祉センター
※予約不要
※電話相談可（３０分以内）

社会福祉協議会
☎ 22-9501

9㈫・23㈫ １３：００～１５：００

精神保健福祉相談 4月はありません
精神科医師（保健師１名同席）
場所：県南健康福祉センター
※保健師相談は随時受付

県南健康福祉センター
☎ 22-6192

精神障がい者家族相談会 11㈭ １３：３０～１５：３０
小山地区精神保健福祉会
場所：市役所２階　福祉総務課

小山地区精神保健福祉会
（やしお会）
☎ 0280-57-2673

女性のための心の相談 26㈮ １３：３０～１６：１５ 女性のカウンセラー
人権・男女共同参画課
☎ 22-9296

創業 ・ 経営 ・ キャリア ・
クラウドファンディング相談

6㈯・20㈯ ９：００～１２：００
中小企業診断士、ビジネスコーチ
※日程変更可

工業振興課
☎ 22-9396

※
要
予
約

◎
弁
護
士
相
談

（面
談
）

名称 期日 時間 相談相手 ・ 場所など
※場所記載がない場合は市役所

問合せ
※訴訟・調停中の方は受付不可

法律相談 21㈰ ９：３０〜１２：３０ ※予約は４月１日（月）～
市民生活安心課
☎ 22-9282

女性の生き方なんでも相談 26㈮ １０：００〜１２：００ ※女性の弁護士
人権・男女共同参画課
☎ 22-9296

心配ごと相談 9㈫・23㈫ １０：００〜１２：００
場所：小山市総合福祉センター
※心配ごと相談員が２人同席

社会福祉協議会
☎ 22-9501

法律とこころの相談 11㈭ １０：００〜１２：００ ※保健師１人同席 福祉課
☎ 22-9629


